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決を一点突破的にれらつているのだ。われわれは米帝の報複戦争策動、G7諸国のこれヘ
の臨調、とりわけ日本帝国主義の戦争協力を絶対に許してはならない。

中

今回の事件は、米帝をはじめとする帝国主義諸国に大きな打撃を与えた。この事件を大
きなインパク トとして、すでに事件前から始まりつつあった業帝バブル経済の崩壊、世界
同時不況への実入という動きは決定的に促進されていくだろう.帝国主義がこうむった被
害は甚大である。だがしかし、どのような勢力によって実行されたものであろうとも、わ
れわれは今回の事件を「正義の闘争」として評価するものではない。帝国主義に対する闘
争の意義は、帝国主義に与えた物理的な打撃の大きさによってだけでなく.む しろより以
上にその開争を増 じて人民の団結がどれほど強化されたのかによぅてはかられるべきであ
る。 もし今回の事件が、主観的には何ちかの「反帝国主義闘争」として計画され実行され
たものであったとしても、その戦術には大きな課りがあったとぃゎればならない。それは
米国の労働者人民の闘争を励まし勇気づけるものではなかったし、彼 らと全世界の被抑圧
人民の団結を強化するものではなかった。それは、米帝内の労働者人民をともに肩を組ん
でたたかうべき対象としてみるのではなく、彼らを米帝プルジョアジーと区別 しないこと
を前提として立てられた戦術であった。

中

ますます強化 され暴虐化する帝国主義の世界支配に対 して、全世界のプロレタリアー
ト'農民・都市貧民の国際連帯による共同の間争こそが強化されねばならない。全世界の
プロレタリアー ト・農民・都市賛民の固く団結 した力によって帝国主義の支配の打倒・―
掃をわれわれはめざさればならない。今回の事件はあらためてそのことの死活的な重要性
を、おびただしいれの犠牲をもつてわれわれに教えたのである。 9・ ll事件を教訓とし、
帝国主義に対する国際的な闘争をさらに強化するために立ち上がろう。米帝による報復戦
争阻止、プッシュ来日・訪韓阻上にともに決起 しよう。
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